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束騨轟欝

鐙乎州に沿う定閑渓鎌遺沿線一帯は札幌市厩の酋く

か塗⑳狩薬の帯心地珊彪り箪窓淡らの眺めは火海樽な

膨雛深》泌⑳差な繊榊鴻肚驚鉄⑳電箪笥湾も憲凶

漢行管碗械の窓釣泌も市街地をはなれて畿津則砧

蜜蕃のは有切山深看跡の幾何学的な切りあをと対岸の

か施いし坤蜜

硬看凶⑳崖紀鶏麓する蟹直な柱状節理想勧る山芯れら

⑳操荷揚は蹴帥隼外人技締アン素切肋靖材曇し

で携奨杉澄こ隻1忍は岱蜜り以後札幌帝の鑓築物締土木

工欝⑳骨材恕しで鎌い閥採掘謹牝て意花苗市陶醐夏

子賢艦か濠藻措幽策麓を経て宥幽縫董る看似街道は

か顯怨落の宥材⑳麗搬路であり今も市篤⑳悶絶親杉み

⑳彪蕃第称を残修珊鴻.

札幌駅前か塗憲鎌バスで藻潜{の麓を翻顯て孫舳&

向かうと蜜ず属はつくのは藻繭公園緑近で鐙乎州悠の

ぞ妙高い崖である抽藪㈱位搬高密⑳段遼慶終灰禽亀

の火山偽礫砦秘無数の紫蘇輝看普艦輝宥安閑砦砦銘を倉

は糊鮭註渕欄

んで露出している昔ζ抗は瓜簸別薬掬砦決吻蹄新挫

末期の火山性堆積物で藻繭橋の棄で看切山⑳負い凝

灰砦(爽笏溶緒凝豚砦)ぬ不整合怨覆抽れている苗そ

の不整合薗は崩土によってかくされているが北東性の

走向で南東へ傾いている.
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繁夏鰯硯石出け近路函

藻繭橘をすぎバス道は段丘崖を斜め紀上って一度段

澄の滋腿闘で秘ち酉へ錨る.この誰ゆ角の下記は定鍛

電寧⑳ト汐糸ルがある.その砥側の崖では溶結凝灰

幾ぬ土縫象くの円礫がのっている｡これはかって豊平

川湯蛇の段猛椴鞍部をこえて直駒内平地へと流れこん

鷲決勝縫残賂て行った河床擦である.その後この

付近恐は衡州の争韓が起こり豊平川の本流は勤在の

よう縫挑流篶ばじめ真駒内川の河床は次篤ぽ盗めたて

ら杓てゆる締秘な平地になっていった辛礫層の下の溶

縞凝豚潜は約30量OOO年前に噴出したものであるから(火

閉灰⑳項参照)この河川の争韓はその後の出来壌である･

宥山駅の対津にみえる石英安山岩の操石場は商の札

幌軟石に対し硬春山と呼ほれている.現在の採宥揚は

欝婁鰯藻蘭公圏の八翻峻鎚鎧め露繊(灘繭繍嶋耽蜜鑑敬)

鶴§麟孫鋤出熔鯖凝欧拷め上に⑳る礫層(棚工瞭方トン約レの酒P)�
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(野騎泰子螂?北大卒総を抄し修正)
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この石英安山岩体の南東部にあたり良く発達し花板状

あるこ&が明らか紀なっ花曲鏡下でみる&斑騒や宥

基は強い熱水性変質をうけ節理にはわずかながら硫化

鉱物の脈も形成されており中新世の火山砦特有のプ菖

ピヲイト化作用があることが削る.全体的紀みて岩体

周迦部は細粒であり中心と思われる部分は粗粒半深成

岩機で節理の憾も広くなっている.このような岩相

の分布から砦体の形は等ノ鴛形を推定されている亜

この石英安{砦体の頂端は十五島公園内の盤平川巌

で板割沢層と呼ばれる中新世上部の頁岩層に熱変質を

与先でいる.ここでほ暗灰色の頁岩に北東西落ちのゆ

るい面で石英安山岩カミ接し接触部から10数狐の間は灰

色の陶器のように焼かれ25㎜離れると変質はほとんど

見られない.接触部の両側では両方の岩看が同じ方

向の節劃と切られており両者が一度同じ高温にまで熱

せられてから一緒に冷克たことを物語っている.板

割沢層はこの接触部西方約40⑪狐付近で多くの化石を含

んでいる.

このぷ簑に藻南公園から東麓舞蜜での豊平川沿いには

中新世火山のひをっの典型的な岩体カミ分稲している｡

札幌市はそのほとんど全域が豊平川の複合扇状地の上

紀のっている,市内の国鉄線路沿い脱しはしぱみられ

る湧無一ビｰル会社や植物園など一は豊平川扇状地の

礫層紀沿りてもぐって液書地下氷が地表紅現われる所

である.一方看切山の溶緕凝灰岩は看山付近では

家海の建築ブ属ックとして使用されており今は犬山

の明治村に買われて行った札椀中央郵便局もこの軟石

で作られていた.嘆た大通公園の低い石垣や北大
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電車通り沿いの塀は現在も硬石山の石材か用いられてい

る.･冬を越して穴ぼζ想らげになっ旭市内の遣踏ぽ､

敷かれてあるあのにくらしい角礫も大部分硬石山か

ら運ばれてき花ものである.こうして札幌市罵の饗

しと豊平川や硬春山石切山とは今も音些かわりな

く深くつな添っているわはである｡

(繁劇嚢北灘遺大学理学部)
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大鰯翻雄

札幌の6月は'ライラックの花の香か漂いガラツと

乾燥したもっとも快適な季節である､本州の梅雨のじ

めじめした沖積平野から札幌へ蜜た人たちは石狩川の

沖積平野の上の札幌の快適さ紀ついて気象条件の差だ

けでは説明できないものを肌で感泣篭である雪珀ζ

あ秘密はぜこにあ蕎のだるラ串札幌周辺のアイ累譜地

名を研究している山蘭(搬髄)は次の次多に記述してい

る｡苦くがら大地名化レ花札幌の地名の起源はよく判

らないが和人の調録陀残っ花頃からのアイ翼の呼称は

だいたいサッポ隊(あるいはシャツ栄滋)の音であった

この音で慣用している大花ちは松浦斌四郎蘭謁の申で

伝免られたようにサヅボ罵(乾い液1大慈い)と鴬

簸

識していたと思われる｡そうじて地形上現在⑫南9

条橋から繭22条橘村近のパラ1ピウ労(広い1石川原)

の辺の川かサッ斌燃の地名⑳元来の場所花お考免られ

るのではながるうかを結んでいる｡ここ紀札幌の街

の乾燥し危地盤の生い立もがしめきれでいる,すなわ

ち札幌市の旧市街は豊単州の薦状地の上忙発達む花も･

のである.この扇状地堆積物は乾燥した比較的安憲

な地盤とビｰル紀欠くことの出来ないおいしい豊當な地

下水とを供給してくれている｡

石狩川下流域に位置する札椀が石狩川による堆積物

の上にはなく豊平川の扇状地の上にあること秘札幌

周辺の鶏四系の特徴をほっきりと示している申すなわ

ち宥狩川は支笏カルデラ湖に由来する降下軽宥堆積

物秘権穣する凄では太平洋側の勇払付近に河口を有し

てい花こをか凶則漢か(螂4)の資料から維測養れる｡

このこと獄江別～当別を結ぶ線付近を境として洪積微

の石狩平野の堆積盆が異なっていたことを示すものであ

る.その液めこれまで時代的にはあま算藻異淋な
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